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電子帳簿保存法の要件が緩和されても現実的な運用には注意

電子帳簿保存法では、電子取引により授受した請求書や領収書などのを、原則として電子的に保存することが
義務付けられています。ただし、税務署⾧が「やむを得ない事情」があると認めた場合には、紙での保存が一時
的に認められる猶予措置も設けられています。さらに、最近ではAmazonなどのECサイトやETC利用時の領収
書・請求書の保存要件が一部緩和されるなど、現場の実情に配慮した運用も見られます。しかし、国税庁の基
本方針は「電子化の推進」です。将来的には、制度が厳格に適用される可能性が高いと考えられます。したがっ
て、今はまだ猶予があるからと安心せず、制度の本格運用に備えて、事前の準備を怠らないようにしてくださいね。

大澤賢悟です。 2月の登山の影響か両手の指先にしびれが出ました。確定
申告期の忙しさも重なることを考慮し、健康維持のためにお灸を始めました。と
はいえ専門的なことはわからないので、万能のツボとされる合谷と足三里に毎
日すえています。ただ、徐々に良くなったもののお灸の効果か自然治癒かはわか
りません。それでも1個10～20円なので、経済的にもおすすめの健康法です。

HP

AIエージェントの時代へ

2月3日、ChatGPTに新機能「Deep Research」が追加されました。この機能は、複雑なリサーチ作業を自律
的に行うAIエージェントです。AIエージェントとは、他のAIやプログラムと連携しながら、自ら判断して問題を解決
する高度な自立型AIを指します。ユーザーが指定したトピックについて、ウェブ上の複数の情報源を5～30分かけ
て調査し、引用付きの詳細なレポートを自動生成します。OpenAIの最新モデル「o3」を基盤にしており、テキス
ト・画像・PDFなど多様な形式の情報を解析可能です。金融・科学・政策・エンジニアリングなど、専門性の高い
分野での活用が想定されています。この流れはChatGPTに限らず、Google Geminiなど他のAIにも広がりつつ
あります。ChatGPTのリリースからわずか2年で、ここまでAIのリサーチ能力が進化したことは驚きです。今後、生
産性の差は「AIを使いこなせるかどうか」で決まる時代が訪れるでしょう。
ただし、AIの出力結果には誤情報が含まれる可能性もあるため、内容の検証は引き続き重要です。

税務調査がAIで効率的に

令和8年9月24日から、国税庁の基幹システムである国税総合管理システム（KSK）が「KSK2」へとバージョ
ンアップされます。 この新システムでは、従来の税目別・事務系統別に分かれていたデータベースやアプリケーション
が統合され、納税者情報が一元的に管理されるようになります。 さらに、外部データの取り込み機能も強化され
ます。SNSなどの外部情報源から自動的にデータを収集する可能性があります。そうなれば、申告内容と外部情
報との整合性を確認し、申告漏れや不正の可能性をより的確に把握できるようになります。また、AIを活用した
分析ツールの導入により、税務調査対象者の選定や調査の効率化が進められています。 これまでに蓄積された
情報を基に、AIが申告漏れの可能性が高い納税者を判定し、調査官の判断をサポートすることで、より精度の
高い税務行政になりそうです。今までのような逃げ得は難しそうですね。


